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基礎デザイン教育への一考察

池 内 登

1.総 説

現在の大学 ・高校等 のデザ イ ン教育 の内容 がバ ウの洗 礼 を受 け、又、モ ダ ン

アー トの流れ に沿 い、或 は、現代科 学 の発 展 に刺激 され、 それ ぞれの要素 を適

宜導 入 して来 て いるが 、は っ きりと した教育 理念 に基 く、教育構造 が組 まれ 、

系統 的 に整然 と秩序 立 て られて来 た とは思 われ ない。専門座 学 ・一般 教養座 学

と技術 演習 との相 関関係 は、 それ ぞれの 目的の個 々に於 いて は、系統 的 で あ る

と して も、その知的理解能 力 と、感覚 的発想 とは、一体化 されて行 く構 造 体系

はもって いない様 に思 われ る。一体化 され.る と云 うよ りは、 か えって分裂 的様

相 さへ呈 してい る様 であ る。

こ うした点 に対 して、 グロ ピウスはハ ム レッ トの 中の言葉 をひいて、「頭 と心

臓 はもはや同 じ血 を分 けた ものでは ない」 と云 い、又 、ギーテ ィオ ンは 「思 考

と感情 の分裂 した時代 」で あ ると現 代 を指摘 し、教育 も又不統 一 な、知識 と創

造能 力の人格 を育 てあげて い ると述 べ てい る。 また こ うした分裂 した世界 には

芸術 的な心情 や創造性 によって、精神 的発展 の動 向 を決定付 けねば な らな い と

も云 ってい る。 そ して、造形 座 学 ・一般 的教育法 が、物 を造 り出す過程 や 技術

に直接 関与す る事 に よって教 え られ るこ とな く、教示 的 ・批 判 的 な方法 に よっ

て教 えられ、創造 的理 解 にか わって、美 学的 な論理 や理 性 に うった え る様 な方
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法に重 きをおかれす ぎていると指摘 している。 しかも今吾々が感 じる事は、そ

の理論的展開と、創造性発掘の結合は、学生自身にあづけられ 「未知の可能性

を期待す る」 と云 う逃げ場所とさえなっている。

しかし、こ・で云 う 「耒知の可能性」が現在の学生大多数の人格の中か ら多

発的に生れ出る可能性があると云 うのであろうか。入々のもつ視野は、外的な

視野であれ、内的な視野であれ、その先行経験や、属する環境性(生 活空間)

の影響下 におかれてお り、その観念の像は、それ らの反映に他 ならない。

吾 々の生活空間を眺めまわ して見ても、適当に調節 された空気 ・温 度 ・人工

照明の中で、同 じ形の窓から人間疎外の屋外風景 を眺める事にならされ、平均

化 された生活感情の存在 と化 しっっある人達でみちている。それはネルソンの

云 う 「個性」なるものをもはや伝説的存在化 したもの とし、巨大な有機的生産

組織 に適切な機能 を発揮する必要 な存在であ り、個人が集団との問に多 くの建

設的相関関係 として成立 っていると云 う存在 自覚や判断の中で生 きているとは

考えられ ない。

戦後の新教育体系は、まさに不特定多数の平均化された教育内容 を高めるこ

とには、或 る意味では意義を見出す事が出来た。 しか し、進学制度やそれに対

応す る教育法の現実 に於 いては、あきらかにしつ らえられた狭い方向性 に対す

る 「答」の中で判断 を強要す る形 がとられ、Aが 正 しければ、Rは 誤 りである

とし、Cも 正 しいかも知れ ないと云 う問題想起は、その頭脳の中では多 くは必

要 としなくてすむのである。従って自己の創造的発展の過程 として、学問の系

列 を選ぶと云 うよ り、パス し易い系統性 に対 して機械部品の如 くに選びわけら

れ、又自らもそれに順応 し、その過程 を通過 した大学生の姿勢の大部分は、学

問や技術 が人格 を作 りあげ、人生 に於 いて、創造性を養 う修練の場であると考

えることな く、依存的であり、責任回避 し、不決断になり、マスコミが乱造 し

た大量生産的娯楽 にうっっをぬかし、平均化 された大衆的思考へまぎれ込むこ

とが最 も安心であると云 う安易感 をむさぼる考 えに堕落 して行 く。「大学生はそ
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れそれの場に於いてはた してエ リー トた り得 るだろうか」「大学生は未成熟児」

とさえ云 われ始めている。この様 な状況下では その創造本能は急速 に萎縮 しっ

っあることも確かである。こうした平均化 された人格が大学へベルコン方式で

運び込まれ、運び出されて行 くと云 うことをかえない限 り、未知の可能性は、

暗い希望のま ・で死んで行 くしかない。言いか えれば、あずけ放 しの教育構造

ですまされていてい ・かが問題である。現実各大学の毎年の卒業制作展 をm

すれば、 その類形化 された様相 と造形性の瞹眛 な作品に如何 に多 くふれること

か。こ ・でもその云 う未知の可能性は影 をひそめて しまっている

た しかに未知の可能性 とは、一つの教養体系の中か ら表出されると云 えるが、

その教養ある人間像 とは、より多 くの知識 をあえて身につけようとす る人間を

さすのではな く、すでに所有 している量的知識 を処理す ることの出来 る能力を

拡大させる人間をさして云 うのであり、役 に立たない知識の抜粋的概念 をひけ

らかすことだ けの人間像 をさすのではない。従 って知識偏重の教育は云 うまで

もないが、又一方 ジョージ ・ネルソンの云 う現代の教育法は 「手工芸活動 であ

る」 と云 う如 き、非考察的技術訓練 に非常な能力を傾倒 する様 な教育法 も又 そ

の可能性 を見出 し得 ないと云 うことである。又、今後の社会の様相は、企業、

生産の合理化によるオー トメ化、コンビナー トシステム等、労働力の減 少と相

まって、特殊技能の専門家の大量確保 の段階に入って来ている。広 い視野と自

主的判断力ある人的資源の必要 を痛感す るに至 っている。

又、こうした生産社会に対 して、あくまでその生産 に直接間接 か ・わ り合い

をもっ専門教育の場 に於いて、すばや く学びとることの出来 る事柄 に対 して、

非常に長時間を費 し、長時間をかけて学びとらねばならない事柄 をすばや く通

過 してしまっている様 な姿はないであろうか。企業がその生産能力を合理化 し

秩序立てる為!こ、人間 ・機械系の リレーシ ョンを重大視 している事と同 じく、

大学は教育生産的意味付 けに於いて、生産社会のもっ概念を導入する事は、神

聖 なる学問の府 に悪魔的な考 えとなるであろうか。現在の大学は大なり小 なり

就職と云 う現実の前で生産性の道具化 されっ ・ある し、学生 も又大量道具化の

一m



シス テムに順応 し、 その企 業体の量産制 と同 じく、安価 に大量 に、短期 間に作

り出 され る事 のみ にて足 れ りと云 う概 念 の所 有者が多 い事 も事実 であ ろ う。 し

か し生産社 会の もつ構 えに於 いて、大学 、大学生 との大 きな異 りは、問題 の広

が りの必要性 を大 き く感 じ取 り、 しか も取入 れ るに敏 で あ り、その為 の実験 的

な追 求 は当然 の事 であ り、 その実験 にと もな う諸条件 のお もわ くの前 で尻込 み

して おれ ない事 もよ くしって い ることであ る。事実 を前 に して、乗越 と創造 は

生産 社 会に於 いては、必然的 な所 業 なので ある。

今後1.B.M.の 発 達 によ りその コ ンビzタ ー は多 くの情報 を記憶 し、整理 し

て行 く役割 をはた して行 くだろ う。人 々は、 こ うした中で、 多次元 的 に多 くの

情 報 を多 くのマ スコ ミか ら獲得 し、認 知 して行 く。又現代科 学 の発 達 はすで に

大衆 の中 に新 しい視覚 を造 り出 しつ ・あ る事 も事実 で ある。又一方 言葉 の レ ト

リックやニ ュア ンスが今 日程 多次元的 に混 乱 して使用 され てい ること もあ るま

い。 それ.は、或意昧 では 、言葉 の体系 が今 日的 問題 を伝 達す る事に於 いて、 そ

の心理 的欲求 か ら して、語 りきれ ない と云 うその欲求 の姿 が形 をか りて あらわ

れ.てい るとも考 えられ る。 こ うした欲求 の姿 は、 と りもなお さず、新 しく無機

的 な文字 にかわ る有機 的伝達 手段 の発達 となって行 く事で あろ う。前述 した大

衆 に生 れっ ・あ る新 しい視覚 的経 験 とは、科 学 的内容 を もった情 報 をマス コ ミ

はテ レビ等の伝達 手段 をか りて、簡単 に大衆 に送 り込む。例 えば、超 高速度 の

カメ ラの と らえた物体の飛跳 の瞬 間と着地 の瞬 間の様相 が少 くとも同一 で ない

事 は視覚化 されて行 くだろ う。又精 子 と卵子 の結 合の相対 的メカニ ズムは、時

空的新 しい ビジ ョンを電子顕微鏡 を通 じて発見 す る事 にな る。 この様 な次元 に

於 いて、単 な る僥倖(ぎ ょうこ う)や 偶 発 的技術 の面 白さ と云 った ビジュアル

トリックを弄 す る旧態然 と した 白痴美 的造形 手段 は意味 を もた な くな り、 メニ

ュの如 き説 明オ ン リーな物 も又同 じ運命 をた どる事 と もな る。 こ ・で吾 々が 考

えな くては な らないことは、人 々が通 常分離 して考 えてい る諸領域 間 の相関 関

係 を見 出す必要 にせ ま られ る事で あ る。 それはケペ ッシュの云 う 「旧式 なヴ ィ

ジ ョンや思考 や技術 によ って いて は内的 に結 合 した全体 と して世 界 を見 るこ と

一5一



が出来 ない」 と云 う事 に他 な らないので ある。

2.知 覚 心 理 と 造 形 演 習

(1)知 覚 心 理

前記 の如 き多 くの問題 をは らみ なが ら、再 び デザ イ ン教育 の 問題点 に か えづ

て考 えると、 デザ イ ン教育 に於 いては、 自然科 学系列 と、物質的合理性 が よ く

云 うその方法論 的基準概 念 であ る。 しか しデザ イ ンが人間の側 に有機 的 に働 き

か ける ものであ る以上、人 間の心理 的科 学性 を忘れ る事が あっては な らないと

思 う。 そ うした点 か らこ ・で一つ の基準 をあ えて設 定す る とすれば、ケ ペ ッシ

ュや ネルソ ンの云 う

1)視 覚領域 の拡大 。

2)現 象世 界 の相 関関係 の発見 と整理 ・統 合。

3)知 覚のメ カニ ズムに対す る分析 に よって その構 造特性 の認識 。

それ らを組織付 け、系統付 けた実技演習 が なされ るべ きで あ る。

視 覚の拡大 に対 す る多 くの方 法論 は、ケペ ッシ ュやネ ルソ ンにゆ だね ると し

て、知覚の諸現 象の もつ構 造 を認識 す るて だて と して、 それ ぞれのパ ター ンが

知覚 の場 に働 く力学 的存 在(Potencial場 、Vector場)と して理 解 し、 しか もす

べ ての要 因 に、あ る仕 組 で影響 を与 えると、変 化 を生 じて も性 質 の或 る物 は保持

されて行 くと云 う造形上 の分母 と分子 との関係 を認知 す る事の 出来 る実験 的 ト

k一 ニ ングが考 え られ る。 これは、横瀬 善正 氏の言葉 をか りて云 えば、「視 覚の

物理 的 ・生理的 力学的平衡性 は、常 に実 在的 な構 造特 性の知覚 作用が それ を も

た らす要因 とな る」 と云 う事 実 を実習 の中で認識 す る事 によ り、人 間の知覚 の

場 に働 く心理 的共通時点 にか ・わ る造形 演習 とな り得 るもので あ ると考 え られ

る。又 それは、べ一 シ ック トレーニ ングか ら目的性 を具備 され る状況 に於 いて

も有機 的に働 きかけ る事 の出来 る可 能性 をもた らす もの ともな り得 ると思 われ

る。 こう した考 えは、テ クニ ック偏 重 の作品生産 的教 育 よ りは、 よ り教育 生産
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的 な手段 で あ る様 に思 われ る。 しか しデザ イン教育 に於 いて、伝 達性 の問題 の

中で主要 な要素 をもっ潜 在知覚 に対 して、又、形体機能 を支配す るタイムア ン

ドモ ー シ ョンス タデ ィの問題 を無視 してい るわけでは ない。今述べ て いる事 は、

主 と してべ 一 シック トレーニ ングの中 での特 に二次元 的表出 にか ・わる トレー

ニン グ法 につ いて述べ て いる事 に なるので ある。

(2)造 形 演 習

A.線 の 収斂性 によ る遠近視構 成

吾 々の視線 に対 して垂直 な面 に於 ける位置 の差 異 を発見 す る能力 は、大 きさ、

対 比 ・視 差 ・重 な り等 によって見 え方 の方 向 を造 り出す。即 ち、点 の大 きさや

線状 の収斂 す る場合 そのミきめミに対 す る力の勾 配 が三次 元的情報 を生 み出す 。

それ はギ ブソ ンの説 く如 く、網膜結 像の状況 が勾配 をもた ない場合 は、遠近視

はあ らわれ ないが、勾 配が生 じた場 合遠近視 を生ず るもの と されて いるが、点

や線 の収斂性 が高 まれば高 ま る程材 質構成 要素 の密度 をま し、低 い程 その要 素

は粗 くな る事 か ら生 ず る現象 であ ると云 う。 この様 な原理 に従 って そ うした現

象 を もつ視 覚 資料 を提 示 し、理解 せ しめ、点の 大 きさ ・密度 ・線 の収 斂角度 の

変化等 に よ る三次 元的構 成 を行 わせ た一例 であ る。

註)写 真参照f三g.1,fig.2,fig.3,

B.立 体 視 構 成

吾 々は あいまい な形 象 に対 して 、自己の もつパー ソナルニー ドに従 って、事実

を簡 素化 して受 けとろ≧.うとす る傾 向が あるが、これ をPlegnanzと ゲ ス タル トの

原理 では云 って いるが、 この様 な作用 と して、一つ は平面 化の方 向 をた ど り、一

っは立体視 の方向 をた どる性格 が図形 特性 の中 にあ る。平 面視 の方 向 とは或 る

意味 で平均化 の方向 で あ るし、立体視 の方向 は強調化 の方向 であ るとも云 える。

これ らの状況 を視覚 資料 を通 じて理 解 せしめ、後同一パ ター ンを通 じて展 開 さ

せ、 そのパ ター ンの もつ展 開角度 が、強調 化の段 階 をたどればた どる程 、立 体

視 の状況 を生み 出す 事 を理解 させ た一例 で ある。 註)写 真参照fig.4,fig.5,
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C.群 化 と分節構 成

吾 々は現象 を前 に して、 自 らの視 覚 の経験性 に従 って、見易 いま とま りと し

て対 象 を見 よ うとす る傾 向が あ るが、混乱 を秩序 化 し、或 る場合 は群化 の方 向

へ 、或 る場 合は分離 の方 向へ と整理 され て見 られ る傾 向が ある。 しか も、群 化

の方則 には近 接性 ・類 同性 ・連続性 ・閉合性 ・共通運命 性 ・等の要素性 が、群

化 の見 えを形 成す る事 は良 く知 られた ことで ある。 そ う した群化図形 へ それ ぞ

れの考 えによって 自由に異 質パ ター ンを導 入す ることか ら生ず る分節 の見 えが

如何 なる方 向 をた ど るか を認識す る為 の構 成 の一例 であ る。

註)写 真参照fig.6,fig.7,

D.図 地 反転構 成

一般 に限 られた場 に於 いて 、 その物体の位置 ・方 向 ・相関的量 が図地 の関係

を決 定 し、 しか むその関係 性 が良 くプ レグナ ンッ してい る見 えの場 合、心理 的

条件 によ って、図地 は反転 して知覚 され る。

1。 垂直 ・水平 におかれ た配列

2.面 積 が相対 的に小 さな場合(近 接性)

3.繰 か えされ た形 の関係(連 続性)

4.囲 まれた形 の場 合(閉 合性)

5.シ ンメ トリーな場 合(類 同性)

6.上 下 関係 の下位領域

7.動 態

等 が一般 的 に図形 認知 の条件 とされて い るが、総体 に近 接性 ・連続性 ・シ ンメ

トリー性 ・閉合 性等 が、反転化 をもた らす傾 向 にあ る。パ ター ンをそれ ぞれ設

定 させ、 その組合せ を通 じて、反転 図形 が生 じ易 い原理 を活用 して構 成 させ 、

良 き対比 関係 にあ る図形 が、 ネガ ティブフ ォルムを形 成す る現 象 を理 解 させ 、

対比 関係 による図形 の明確 化 や単純 化 が如何 に重 要 で あるか を理解 させ る為 の

構成例 で ある。 註)写 真参照fig.S,fig.9,fig.10,
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E.等 量 的分割 に よる反転 図形構 成

一 定面積 を等量 分割 して表出す る ことは
、前記 の諸原理 か ら して、図地反転

され易 い状況 をもつ事 に なるが、その図地 等量 分割 図形 を適 当に配列 した場 合、

色彩 の類 同性 や形 体 の近 接性 ・閉合性 や方向 の連続 性 が、 それ ぞれの刺激配 列

をもっ見 え を形成 し、 ベ ク トル として働 き見 えの力の傾斜 をもって知覚 され る

事 を理解 す る事 が出来 る。即 ち個 々の図形 の見 えも、 その配 列の中で は、 よ き

ゲス タル トの方 向へ作 者の構 成意 図 とは別の見 えと して働 くと云 う事実 を理 解

させ 、 レイア ウ トが如何 に大 きな要素 を含 んで いるか を理解 させ る構 成例 で あ

る。 註)写 真参照fig.11,fig.12,fig.13,

こ う した トレーニ ングにさい して、考 えな くて はな らないことは、 その演 習

にさい して出来得 る限 り広 い視野 か らもとめた多 くの視覚 資料 をス ライ ド・映

画 の テクニ ックをか りて学生 に提示 し解説 しな くて は ならない。又時 には解 説

を加 えないで、学生 の判断 にゆだね ることの必要 な場 合 もある。 こ うした トレ

ーニ ングは
、 グロ ピウスの云 う 「技術 的把握 と して の鑑 賞」 を意味す るもの と

云 える。数 多 くの資料 か ら得 た感情 的経 験 と、 ゲス タル ト法 則 に基づ く判断作

用 は 「視 覚 的伝 達手段 の共通言語 によって連 帯 性の基礎 が与 え られ共通 の鍵 が

見 出 され… …」 と云 うグロ ピウスの理 念 によ り近づ くことが出来 る可能性 が あ

ると考 え られ る し、又 独断的 ・主観 的 な解釈 か ら、一般 的 な理解の為 に必要 な

非個 人的 な基礎 が与 え られ 、デザ イ ンの鍵 となる体系 がデザ イナー の創 造行 為

に関す る限 りに於 いて支配要 因 と して働 くことが出来 ると考 え られ る。

今 迄述べ て来た構 成 の演習法 はゲス タル トの基本 的原 理 をべ 一ス と した構 成

例 の一部 であ るが 、多 くの ゲス タル ト法則 に基 く複合 的 トレー ニ ングにつ いて

も述 べ な くては な らないが基準紙 数の 関係 で記述 を中断 したい。期会 が得 られ

れば、次 に述 べて行 きた い。
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